
広 報

◎ 号
企
業
の
立
地
は
産
廃
と
セ
ツ
ト

市
浦
村
の
平
成
二
年
国
勢

調
査
の
人
口
は
三
二
六
八
人

で
、
平
成
八
年

（西
歴
二
〇

〇
〇
年
）
に
は
二
八
〇
〇
人
、
　

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
時
の

さ
ら
に
二
十
年
後
に
は

一
六
　
　
高
齢
者
比
率
は
四
十
三
％
、

○
○
人
台
ま
で
に
な
る
と
い
　
　
全
人
口
の
約
半
分
が
老
人
で

占
め
ら
れ
る
と
予
測
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
で
は
市

浦
村
が
な
く
な

っ
て
し
ま
う

と
い
う
危
機
感
が
あ
り
ま
す
。

一
次
産
業
の
振
興
と
と
も
に

男
子
型
の
企
業
誘
致
を
積
極

的
に
進
め
る
べ
き
だ
と
い
う

意
見
が
議
会
の
た
び
ご
と
に

提
起
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ

こ
で
六
月
議
会
に
お
い
て
議

員
の
発
議
に
よ
り
満
場

一
致

で

「
企
業
誘
致
対
策
特
別
委

員
会
」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

議
員
全
員
が
委
員
と
な
り
積

極
的
に
取
り
組
む
こ
と
に
な

っ
た
の
で
す
。

そ
れ
か
ら
九
月
ま
で
行
政

と
議
会
が

一
体
と
な
っ
て
各

方
面
に
接
渉
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、別
掲
（次

ぺ
―
シ
）
の
よ
う
に
男
子
型

企
業
誘
致
と
産
業
廃
棄
物
の

処
分
場
の
受
け
入
れ
に
つ
い

て
方
針
が
定
ま
り
、
九
月
二

十
九
日
の
臨
時
村
議
会
で
そ

の
報
告
書
を
採
択
し
ま
し
た
。

議
会
の
報
告
書
に
も
と
ず

き
、
村
で
は
こ
れ
ま
で
の
経

過
と
理
解
を
深
め
る
た
め
十

一
月
四
日
に
村
内
各
団
体
長

等
と
議
員
の
合
同
懇
談
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

懇
談
会
で
は
、
い
ろ
い
ろ

な
疑
問
点
な
ど
が
出
さ
れ
ま

し
た
が
、
そ
の
中
で
、
特
に

産
業
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、

も
う
少
し
詳
し
い
情
報
を
知

ら
せ
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
、

進
出
企
業
に
つ
い
て
も
同
じ

く
要
望
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

広
報
し
う
ら
特
集
号
で
、
そ

の
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
と

H月 4日 、村内各団体長に村議会議員を含めた「企業誘致対策に

関わる懇談会」が開催されました。懇談会では産業廃棄物処理施設

とはどういうものなのか等を中心に話 し合いが行われました。
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男子菫企業薔数生産業鷹棄犠

立地予定企業を紹介します

企

業

名

　

一二
商

株

式

会

社

本

　

　

社

　

岐

阜

県

可

児

市

創

　

　

立

　

昭

和

四
十

一
年

一
月

事

業

内

容

　

混

綿

・
給

綿

・
搬

送

機

、

産

業

機

械

の
設

計

・
製

造

・
販

売

市

浦

村

立

地

予

定

工
場

工
場
予
定
地
　
調

査

中

（
十

二
月

十

八

日

候

補

地

検

討

会

開

催

）

創

業

予

定

　

平

成

六

年

四
月

工
場

。
倉
庫
　
延

二
、
〇

〇

〇

坪

設

　

　

備

　

耐

熱

特

殊

ペ

ー

パ

ー

製

造

機

械

一
式

（
男

二
八

、

女

二
）

（
男

四

八

、

女

二
）

投

下

資

本

　

約

三
億

五

千

万

円

事

業

内

容

　

耐

熱

特

殊

ベ

ー

パ

ー

＞
村
議
会
議
員
ら
が
視
察

岐阜 県 にあ る三商株式会社本社

誘致委員会の9項目

1 男子型 ./LN業の立地に賛成 し歓迎す る。

2 企業立地 のため必要 とす る工場敷地 の確

保に全力 をあげる。

3 産廃は 、県の事前協議が必要 であ るこ と

か ら十分 なる協議 と指導 を導守す るこ とロ

4 村が忌避 す る特 81管 理 品 目等は取 り扱 わ

5 村内におけ る-11廃 棄物処 分につ いて も

6 地域 li民 の紛争 な ど生 しさせ ない よ う対

策 を講 じるこ とぅ

フ 従業員の採用は 、地元優 先で雇用す るこ

8 産廃処 分場の跡地利用につ いては、村の

振興計画や 活性 化対策 に運動 され る対策

を検討すること。

9 村と企業立地側 と更に信頼を深め、上記

事項に留意 して目的達成を図るため尽力

∩Ч囃剌い村雌一〔』略業も

Ａ〔酔』罐れ向い猜畔けら］

∩〕用一裂一畔囃】“一‐ヽしなｔ、

Ａ
鎌
”̈
」
肛
一曇

∩Ч罐晦い時綺しヽさ】ヽヽて一恥畔

Ａ〔嘩詢導畔魏口』製理嘲“

い
ま
す
の
で
、
そ
の

′し、
配
は
あ
り

∩Ч鏡細鐸畔コ】い″」」ｒ
Ａ〔角畔薙制資‐こぁ」一にはに

∩〕腑鄭鰤たけ社““】椰̈

Ａ〔嘱‐二者̈
ｔ
一住凄剣議睛』」



(3)広 報ιチろ

ゴ

ミ

に

は

一
般

廃

棄

物

と

産

業

廃

棄

物

が
あ

り

ま

す

。

▼

ビ

ル

の
解

体

工

事

に

よ

っ
て

出

る

建

設

廃

材

や

ガ

ラ

ス
く

ず

▼
公

共

下

水

道

工

事

に

よ

る

汚

で

す

が

（
表

Ｉ
参

照

）
、

■

つ
し

た

ゴ

ミ

を

産

業

廃

棄

物

と

呼

ん

で

い

こ
れ

ら

の
ゴ

ミ

は

、

私

た

ち

の

工

場

や

建

設

工

事

の
現

場

な

ど

の

う

い
う

ゴ

ミ
を

適

正

処

理

を

し

な

「
廃

棄

物

の
処

理

及

び
清

掃

に
関

改

正

さ

れ

、

適

正

処

理

を

す

る

た

こ
れ

ま

で
行

っ
て

い
た

ゴ

ミ

の
生

せ

ら

れ

ま

す

。

こ
れ

ま

で

は

「
ゴ

ミ

処

理

は

行

考

え

が

一
般

的

な

傾

向

で

し

た

が

、

球

を

考

え

る

」
の
中

で
著

者

は

「
一

昇

し

た

地

球

の
温

度

が

、

現

在

で

水

位

が

上

る

と

い
わ

れ

て

い
ま

す

。

む

）

や

し

尿

の

ほ

か

、　

一
般

事

業

搬

す

る

こ
と

に
な

っ
て

い
ま

す

。

Ａ〔
一村けれな御″嘘袷嘲崚導

廃
酸
、
廃
ア
ル
カ
リ
、
動
物
の
ふ

ま
た
、
特
別
管
理
廃
棄
物
と
し

入

れ

な

い
方

針

で
す

。

Ａ

辞

輔

蠅

採

努

請

水

の
状

況

及

び

生

活

環

境

等

に

関

図

等

を

そ

ろ

え

て
知

事

に
事

前

協

〈
次

ペ

ー

ジ

に

つ
づ

く

〉

ゴ

ミ

は

私

た

ち

に

何

を

問

い
か

表 I 産業廃棄物の種類

69姦

そ:男を勇f?帝苦電務留宇仕2恵象壁?写サ晉ヒ
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Ａ
〔

岬

議

¨

け

畔

¨

〔

暉

」

悧

【

種

類

や

数

量

、

運

搬

処

理

方

法

、

施

設

の
設

置

基

準

、

管

理

に
当

た

A

Ａ〔州瞳れ麒辞̈
鏡しヽ業勁崚渤

Ａ〔雌礫詢はつつ『〔一̈
一

れ
る
最
終
処
分
場
に
は
県
外
の
産
　
　
が
義
務
づ
け

わ
れ
て
い
ま
す
．

業
廃
葉
物
を
搬
入
す
る
こ
と
は
で

Ａ〔抑理̈
勁峰つ‐ま０しい細舞　　織】熱『「をすることになぅ

∩
目
□
∪

を

次

の
世

代

に
何

を

ど

の
よ

う

に

▼

一
次

産

業

の
活

性

化

に
よ

る
農

村

漁

村

の
再

生

▼
時

代

を

担

う

人

づ

く

り


